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5 グローバルCOE共 催シンポジウム：心に関する全日本ネットワークの構築

Symposium by Global-COEs "Organilzing a Japanese Network
on Kokoro(mind)"
開催日   2009年8月28日

企 画 心に関するグローバルCOEネ ットワーク(お 茶の水女子大学、玉川大学、京都大学、北海道大学、慶應義塾大学

講演者  内田伸子(お茶の水女子大学グローバルGOEプ ログラム 格差センシティブな人間発達科学の創成)、
誠坂上雅道（玉川大学グローバ

ルCOEプ ログラム 社会に生きる心の創成～知情意の科学の再構築～)、子安増生(京都大学グローバルCOEプログラム

心が活きる教育のための国際的拠点)、山岸俊男(北海道大学グローバルCOEプロ グラム　心の社会性に関する教育研究拠点)

 2009年8月28日 第73回 日本心 理学会(於 立命館 大学)に お い

て クローバ ルCOE共 催 シ ンポ シウム 「心 に関す る全 日本 ネ ノ

トワー クの構 築」 が 開催 され た。「こ ころ」 に関す る5大 学 の

COE代 表が 各拠 点 での 成果 を発 表 し、 ネ ノトワー ク構 築 にむ

け た意見 交換 が な され た。 また学 会展 示場 では これ らGCOE

拠 点の 出版物等 の展示 ・頒布が 行わ れた。

 現在心 に関係 した グローバ ルCOE拠 点 は5つ あ り(慶應 義

塾 大 学、 北海 道 大学 、 お茶 の水 女 子大 学 、玉 川大 学 、京都 大

学)そ れぞれが 、教育研 究拠点 として多 くの成果 を挙 げて きた

か、幅広 い研 究 領域 での活動 を行 うため には、 これ らが連#ﾟし

て挙 国態 勢 で の当該 分 野の 教 育研 究体 制 を確 立す る必要 が あ

る。そ こで、5拠 点 に よる 「心 に関す る グローバ ルCOEネ ソ

トワー ク」構 築 が具体 的な計画 として考え られて きた。幸 い立

命 館大学 での第73回 日本 心理学 会大会 で、5拠 点共催 での シ ン

ポ ジウムが 開催 で きたが、残 念 なか らク ローバ ルCOE関 係者

以 外の 関心 は あま り高 くな く、聴 衆 も限 られ ていた。今 後、各

拠 点 をハ ブ とす る挙 国態 勢確立 のた めに、 このネ ソ トワー クが

す べて の心 に 関心 の ある研 究者 に とって意義 のあ る ものだ とい

う広 報活動 が必 要に なろ う。

 シンポ ジウムでは慶應 義塾大 学の渡辺 が ネ ソ トワーク構築 の

趣 旨説明 を行 った後、各拠 点 の活動状 況、 どの ような相 互利用

が 可能で あるか を報告 し、最後 に全体討 論 を行 った。全 体討 論

ではネ ノ トワー ク構 築 の確 認 と ともに今後 の共 同事業 、情報 共

有 、 日本心 理学会 大会で の共催 シンポ ジウムの開催 な どが話 し

合 われ た。その結 果、2010年 度 には慶應 義塾大 学 と玉 川大学 共

催 での 国際セ ミナー、第74回 日本 心理学 会大会 での共催 シ ンポ

ジ ウム な どが実現 す る予 定で ある。

 当 日の発 表概要 は以下 の通 り。

● 「論理 と感性 の先端的教 育研究拠 点」 渡辺茂

 この拠 点で は古 くか らの人文科 学の課題 で ある人 間の論理 と

感 性 の問 題 を取 り上 け てい る。 人 間の 判断 にお け る二 重 過程

は、 旧 くはカ ン トにお ける 「悟性 と感性 」で も示 され てお り、

現代 では ダニエ ル ・カーネマ ン も二重過程 を指摘 して いる。 こ

の 問題 を動物研 究 や脳 科学 か ら文化 的制約 や美術作 品 の分 析 ま

で広 く研究 し、分 野融合 的な次世 代の研 究者 を育て よう として

い る。

●「格 差セ ンシテ ィブ な人 間発達科 学の創 成」 内田伸子

 「格 差 セ ンシテ ィブな人 間発達科 学 の創 成」拠 点 は、3つ の

格差 「国際 的格 差 、教 育 ・社 会的格 差、養 育環境格 差」 の観点

か ら、人 間発 達の 時間軸 を貫 く格差 の再生 産構造 を浮か び上が

らせ る ことに よって構 造転換 の道筋 を探求 す るため、3つ の縦

断パ ネル調査 を推進 して いる。そ の進捗状 況 につ いて報告 す る

と共 に、 心 のGCOE拠 点 の教 育 ・研 究の 連携 協働 の し くみの

構築 につい て提 案す る。

●「心 が活 きる教育 のため の国際 的拠 点」子 安増生

 本拠 点 は、京都大 学の心 理学 と教 育学 の研 究者 か集 まって形

成 されてい る。本 プロ グラムの眼 目は、 人間が教育 を通 じて知

識 ・技能 を獲得 す る こ とに よって得 られ る 「有 能感」、 自然 ・

社会 とつ なが る こ とに よって得 られ る 「生 命感 」、そ の2つ を

一定 の 目標 に向 けて十分 に発揮す る ことに よって得 られ る 「達

成感」 か 「幸福 感」 の形成 に結 びつ くとい うモ デル に基づ き、

国際比 較研 究 を実 施す る もので ある。

●「心 の社会性 に関す る教 育研 究拠 点」 山岸 俊男

 北 海道大学 「心 の社 会性 に関す る教育研 究拠 点」 にお け る、

「正統 的周 辺参 加Jの 原 理 に もとつ く若 手研 究者 育成 の ための

施策 の概要 と特 色 、及 び若 手研究者 育成 の実績 について説 明 し

たの ち、3つ の 中核 的研究 テーマ であ る 「文化 の制 度的基 盤研

究」 「社 会行動 の適応 的基盤研 究」 「感情 の生態学 的基盤研 究」

の 目的及 び研 究内容 と、 これ まで に達成 した研究成 果 につ いて

紹介す る。

●「社会 に生 きる心 の創成」坂 上雅 道

 人 の心 はそれ をは ぐ くんで きた社 会 を反映す る。 また、 我 々

は脳 が心 をつむ ぎだす とも信 じている。 したが って、心 の理解

とはそれが適応 す る社 会 に対 す る脳 の働 きを理解 す るこ とに他

な らない。 玉 川大 学GCOE「 社 会 に生 きる心 の創 成」拠 点 で

は、 人文 ・社 会科学 と脳科 学の融合 的理解 を よ り一層進 め、人

の心 の理解 に関係す る伝統 的 な学 問の再構 築が で きる人材 育成

を行 う。

Symposium entitled"Orgamzmg a Japanese Network on

Kokoro(mmd)"was held at annual convention of the Japa-

nese psychological association m Kyoto Each leader from

five GCOEs studying mind introduced their achvihes and

discussed about the network
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